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１．事業概要 

１．１ 事業の名称 

【サステナブルな観光コンテンツ強化事業】 

持続可能な観光に資する取組の見える化の推進事業 

 

１．２ 事業の目的 

ポスト・コロナ時代を見据え、オーバーツーリズム対策や観光資源の保全をはじめとした持続

可能な観光地経営が求められており、併せてサステナブルな観光を体験することへの旅行者のニ

ーズが高まっているところである。 

本事業は、自然、文化、地域の生業といった我が国の豊富な地域資源を観光コンテンツとして

活用しつつ、それらを活用することで得た収益による地域資源の保全や旅行者が地域の持続性を

体験し貢献できる受入環境の整備などを行うことにより、国内外の観光客の消費額増加や満足度

向上に繋がる観光資源の磨き上げを図り、各地域での自立的・継続的な取組としていくものであ

る。 

 

１．３ 事業概要 

（１）事業対象地域 

京都市 

 

（２）事業背景と課題 

 SDGs や持続可能な観光への関心の世界的な高まりを受け、日本でも持続可能な商品やサービス

を選択したいという観光客のニーズは高まっている。それを受け、京都市では令和２年１１月に

「京都観光行動基準1（以下、「京都観光モラル」とする。）」を策定し、「地域と連携した取組」や

「環境への取組」など、同基準に沿った取組の普及・促進を行っている。しかし、現状では京都

観光モラルの理念に即した取組を進める優良な事業者を観光客が選択・利用しやすい環境ではな

いため、そうした事業者をどのように可視化するかという課題がある。 

 加えて、京都市における持続可能な観光のさらなる推進につなげるためには、上記の優良な事

業者を選択したことによる観光客の行動変容や意識変容についても調査・検証を行う必要がある。 

 

 
1 観光事業者・従業者、観光客、市民がお互いに尊重しあい、思いを一つにし、かけがえのない京都を未来へと

引き継いでいくため、京都観光に関わる全ての人に大切にしていただきたいこととして策定された行動基準。 
https://www.moral.kyokanko.or.jp/ 
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（３）事業方針 

上記課題の解決のため、京都観光モラルの理念に即した優良な商品・サービス等で構成するサ

ステナブルなモデルツアーを造成し、参加者の行動変容や意識変容等について調査・検証を行う

とともに、京都観光モラルの理念に即した優良事業者を拡充させるための取組を行い、京都市に

おける持続可能な観光のさらなる推進を目指す。 

 

（４）事業ターゲット層の属性 

事業ターゲットを以下のように設定した。 

 サステナブルな旅行の重要性に対する意識が高い観光客 

 観光地での食事や宿泊等を地域への貢献に繋げたいと考えている Z世代～ミレニアル世代

の若者層 

 新しい価値観を持つ世代との共創を図るため、小学生の子供を含むファミリー層 

 

（５）活用する観光資源 

京都観光モラルに沿った取組を進めている市内観光施設・宿泊施設・飲食店・小売店等 
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（６）業務概要 

①優良事業者の「見える化」 

■京都観光モラルの推進に資する取組を行うことを宣言する事業者（宣言事業者）の募集・

周知 

■掲示物の作成・配付 

■宣言事業者の情報発信 

■優良事業者の選定・情報発信 

 

②モデルツアーの造成・実証 

■優良事業者のコンテンツを組み合わせたモデルツアーの造成 

■ターゲット層に近い目線を持つ参加者の招請・実証 

■参加者の行動・意識変容の調査・検証及び課題点の整理・磨き上げ 

■モデルツアーに関連する事業者からの意見聴取・分析及び行動・意識変容の調査・検証  

 

③販売に向けた情報発信・販路形成 

■モデルツアーの造成に関連する事業者に対する助言・啓発活動 

■販売体制の整備支援 

 

④観光事業者へのコーディネーター派遣 

■市内観光事業者に対するコーディネーター派遣 

■勉強会での情報発信及び参画の働きかけ 

 

各 KPI は下表の通りである 

①優良事業者の「見える化」 リーフレット 3,000 部以上 

ステッカー150 枚以上 

業者発信用紙面 3,000 部以上 

②モデルツアーの造成・実証 Z 世代～ミレニアム世代の若者及び小学生の子供

を含むファミリー層 30名以上 

③販売に向けた情報発信・販路形成 － 

④観光事業者へのコーディネーター派遣 コーディネーター説明団体数 150 者以上 
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（７）年間スケジュール 

実施期間：令和 4年 3月 29 日～令和 5年 3月 24 日 
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（８）実施体制図 
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２．取組内容 

２．１ 優良事業者の「見える化」 

観光客が京都観光モラルの理念に則した取組を行う、優良な事業者の選択をしやすい環境を整

備するため、以下の業務を実施した。 

（１）京都観光モラルの推進に資する取組を行うことを宣言する事業者（以下、「宣言事業者」と

する）の募集・周知 

（２）掲示物の作成・配布 

（３）宣言事業者の情報発信 

（４）優良事業者の選定・情報発信 

それぞれについての取組内容を以下にレポートする。 

 

（１）宣言事業者の募集・周知 

 

①宣言事業者の募集 

【募集期間】 

令和 4年 8月 26 日 (金) ～ 令和 5年 2月 28 日(火) 

【対象者】 

市内観光関連事業者、市内において京都観光モラルの推進に資するサービスの提供・取組を推

進する事業、NPO 等 

【申請方法】 

STEP1 京都観光モラル特設サイト内の申請用ページにアクセス  
STEP2 申請書をダウンロードし、記入  
STEP3 申請書・画像を事務局アドレスに送付申請 

【申請書兼チェックリストの内容】 

下記の通り、兼用で作成 

・記入項目の設定は、下記の 6点を取組必須項目とした。取組項目に対するチェック項目とそ

れに対する取組事例を記載することで記入のヒントとなるよう工夫。 

1. 観光客へのマナー啓発・対策、京都観光モラルの啓発、地域のルールや習わしの周知 
2. 従業員への京都観光モラルの理解・実践を促す取組  
3. 地域文化・コミュニティへの貢献、市民生活と観光の調和  
4. 質の高いサービス・商品の提供・人材育成  
5. 環境・景観の保全  
6. 災害や感染症等の危機に強い観光 

・チェックリストの内容については、京都市（決定権者）と連携して作成 
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＜申請書＞ 
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【審査方法】 

基本フロー： 

提出→JTB 事務局→JTB 責任者チェック→不備や検証が必要な場合は京都市へ相談 

 

審査の観点： 

・進捗管理シートの記入項目に沿って記入、自動審査。 

⇒記入済みの「審査チェックリスト」に不備が無いかを判断。単純な記入ミスや漏れなどの場

合は、事業者に直接メール。 

・責任者によるダブルチェック。基本的には、記載内容については各項目に沿った内容が記載

されていれば受理。 

・１法人でのブランチ等を含めた複数申請が多く、その場合、原則は法人につき申請可能数は

1 つまでとし、ブランチごとで取組内容が異なる場合は受理。 

 

【審査期間】 

原則、申請書の受領日より営業日 10 日以内 

 

 

【認定後の手続き】 

・審査結果通知メールの送付 

⇒審査結果通知メールは、定型文あり 
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・ロゴデータへのアクセスリンクの送付 

・ステッカーの送付 （原則、審査結果通知から営業日 5日以内に送付） 

 

【宣言事業者概要】 

・合計 209 事業者が宣言。 

・業種別では宿泊事業者が最も多い 76事業者。次いで旅行業、飲食業、運輸業が上位。 

・事業形態では大半が法人での登録事業者。 

・事業者名、取組内容等の詳細は MAP を下記参照。 

https://www.google.com/maps/d/viewer?mid=1QpQQzw0YdqDWL4HMbtr73HopIIQtauM&
ll=34.96337420000002%2C135.7506178&z=12 
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②宣言事業者の周知 

観光事業者等に対して宣言事業者募集に関する周知を行った。 

 

【京都観光モラルサイトを活用した募集ページの作成】 

京都市観光協会が運営するサイト上に募集ページを設置 

https://www.moral.kyokanko.or.jp/%E6%8E%A8%E9%80%B2%E5%AE%A3%E8%A8%80%E4%BA%8B%E6%A5%AD%E8%80%85 
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【宣言事業者募集のリーフレットの作成と配布】 

＜宣伝用リーフレットを作成＞ 

https://www.moral.kyokanko.or.jp/_files/ugd/7ae6f8_b95ee33d46bb456a88a0310421a7894e.pdf 
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＜配布先＞ 

3000 部以上を配布 

・新しい京都観光に向けた共同宣言団体＝600 部 

・京都国際観光活性化協議会（5K会）＝1000 部 

・京都商工会議所 観光・運輸部会＝1000 部 

・その他、観光関連イベントでの設置＝200 部（20 部×10 イベント） 

・コーディネーター派遣時に活用＝200 部 

 

【あらゆる手段を活用した観光事業者等に対して宣言事業者の募集に関する周知】 

＜個別事業者へのアプローチ（コーディネーター派遣以外）＞ 

・JTB 京都支店営業担当者によるアプローチ 
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➡京都支店の法人営業担当者約 30 名。一人 1 件以上のノルマを持って関係性がある事業者へ

アプローチ。 

➡メールでの共有にて周知＆直接電話 or 対面での登録への働きかけ。登録期間締切 1 か月前

に再度、登録への働きかけ。 

・京都市観光協会／京都市観光 MICE 推進室によるアプローチ 

➡京都市観光協会メールマガジンによる案内 

➡宿泊施設をはじめとする観光関連事業者への訪問 

➡京都市広報発表 

 

＜社会的事業の支援を行う京都市内の産業支援機関や支援事業者との連携による働きかけ＞ 

・社会的企業の支援を行う京都市ソーシャルイノベーション研究所（SILK）、京都市地域企業応

援プロジェクトと連携し、宣言事業者募集の広報協力（リーフレットの配布、公益財団法人

京都高度技術研究所（ASTEM）でのリーフレット設置）のほか、宣言事業者候補の推薦をいた

だいた。 

 

・SILK が関係する下記イベントでの本事業関係者の登壇及び「京都観光モラル」の周知を行う

とともに、宣言事業者の応募の促進を行なった。 

SILK「SILK の大研究会」2022 年 9月 12 日  ＠GOCONG 

＊掲載記事 https://social-innovation.kyoto.jp/spread/5300 

 

地域企業応援プロジェクト「地域企業勉強会」2022 年 11 月 22 日 ＠ワコールスタディホー

ル 

＊掲載記事 https://community-based-companies.kyoto/event/benkyoukai01/r4-1 

https://community-based-companies.kyoto/kecf2022（2022 年 11 月 29 日） 

 

＜業界関連団体との連携による働きかけ＞ 

・京都商工会議所 観光・運輸部会における今後の取組の重要施策として京都観光モラルを取

り上げてもらうよう京都市とも連携し、働きかけを行った。結果、社会的背景として SDGs へ

の取組が観光業界としても求められている中での具体的施策として、「京都観光モラルの普

及・啓発」を 3つの柱の一つに掲げ、加入団体に向けたメーリングリスト等での発信が実施

された。また、京都観光モラルへ取り組む第 1歩として、京都商工会議所 観光・運輸部会

の常議員会 21 事業者に宣言事業者となるよう働きかけを、同じく常議員会である JTB 京都

支店の支店長より行った。 

 

・JTB 協定旅館ホテル連盟京都支部を対象に京都観光モラルワークショップを実施（詳細は後

述）。ワークショップ事前アンケートで申請書と同内容を回答してもらい、勉強会後に本申請

までのサポートをしっかりと行うことで宣言率を高めた。 
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＜サステナブルツーリズムについてのカジュアルな会合を開催（他薦による事業者発掘）＞ 

・第 1回を 2022 年 9 月 15 日、第 2回を 2022 年 11 月 29 日に「Stay in Kyoto, Make our Kyoto 

Meets up」（京都観光モラルについて考える会）を Sights KYOTO にて開催。 

・当該 Meets up で参加者にヒアリングを行い、優良事業者候補の推薦及び優良だと感じたポ

イントを提案いただいた。 

・他薦の取組が結果的に、既存観光事業者以外の事業者に対しても宣言事業者への登録を呼び

かけるきっかけとなった。 

 

＜個別事業者へのコーディネーター派遣＞ 

下記、2 事業者からコーディネーターを派遣（詳細は後述）。 

・一社ツーリストシップ 

・一社リリース 

 

＜メーリングリスト等＞ 

・京都観光 MICE Newsletter（2022 年 11 月 15 日以降は、毎号に募集広告を掲載） 

 

 

＜メディアでの掲載＞ 

・2022 年 10 月 5 日 京都新聞朝刊 

 

（２）掲示物の作成・配布 

 

【実施内容】 

・宣言事業者であることを示すための掲示物（ステッカー等）を 150 部以上作成し、209 の宣

言事業者に対して配付し、店舗や施設での掲示を推奨。 

 

【キャッチコピーの作成】 

・ニュージーランド「Tiaki Promise」、 ハワイ「マラマハワイ」、パラオの取組、観光の終わ

りを宣言したデンマークの取組等も参考にした。 
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京都市と京都観光モラル推進キャンペーン・呼びかけの方向性の確認を行った。観光・文化

京都宣言「将来世代への投資」から継承したアプローチや、事業者も観光客も市民が共に「旅・

観光」を通じて導いていく価値観や言葉を、コピー例を基にディスカッションしながら制作

を進めた。 

・京都が京都らしくあるために旅行者に伝えたいことをインバウンド客にも伝わる内容でキャ

ッチコピーを作成。『「Stay in KYOTO Make our KYOTO」。京都に住む／滞在（Stay）すること

は、（未来の）京都を形作る』というメッセージ。旅行者も、事業者も観光を通じて「京都」

の未来に責任（レスポンス）を持つことを伝える内容とした。 

 

【ステッカーのデザイン】 

・京都観光モラルのメインカラー3色を取り入れたデザインを作成（デザイン：一社リリース）。 

 

【実際の掲示の様子】 

西日本 JRバス 京都支店 京都営業所（左画像）、タクシー会社（右画像）での掲出の様子 
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【ロゴ・バナーデータとしても配布】 

・宣言事業者のみに対してデータで配布 
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【ロゴ・バナーデータ、活用の様子】 

・各社 HPでの登録済み発表 

⇒株式会社京都産業振興センター 

https://www.miyakomesse.jp/news/202212071854.html 

⇒株式会社きゅうべえ 

https://qbei.co.jp/corporate-news/post-182.html 

⇒京都癒しの旅 

https://ameblo.jp/kyoto-iyashinotabi/entry-12785441750.html 

⇒アオイ自動車株式会社 

http://aoi-group.com/news/2860/ 

 

 

・アパートメントホテル ミマル （株式会社コスモスホテルマネジメント）のサステナビリテ

ィへの取組として「京都観光モラル」をロゴと共に発信 

https://mimaruhotels.com/jp/news/sustainability_1/ 
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（３）宣言事業者の情報発信 

 

観光客や観光事業者に対し、宣言事業者についての情報発信を行うため、Google Map を活用し

た宣言事業者の見える化を行った。 

【Google Map を活用した宣言事業者の見える化】 

・Google Map 上に宣言事業者を登録し、京都観光モラル推進宣言事業者 MAP を作成。 

⇒下記の項目に対する各事業者の取組内容と画像を掲載。 

 ① 観光客へのマナー啓発・対策、京都観光モラルの啓発、地域のルールや習わしの周知 

 ② 従業員への京都観光モラルの理解・実践を促す取組 

 ③ 地域文化・コミュニティへの貢献、市民生活と観光の調和 

 ④ 質の高いサービス・商品の提供・人材育成 

 ⑤ 環境・景観の保全 

 ⑥ 災害や感染症等の危機に強い観光 

・京都観光モラル特設サイト内で発信 

https://www.moral.kyokanko.or.jp/%E6%8E%A8%E9%80%B2%E5%AE%A3%E8%A8%80%E4%BA%8B%E6

%A5%AD%E8%80%85?siteRevision=542 

・表示回数 3,116 回（2023 年 3 月 22 日現在） 
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（４）優良事業者の選定・情報発信 

 

【優良事業者リストアップのプロセスで取り組んだこと】 

宣言事業者に対してヒアリング等を実施し、行動基準の高い優良事業者を選定した。具体的に

は、以下のステップで実施した。 

 

①京都観光モラル宣言事業者に選定基準となる 6つの項目すべてに取組内容を書面上で提出いた

だき、取組内容を精査。 

 

②京都観光モラルを体現する若手観光事業者に声かけをし、「京都観光モラルを推進する会」を組

成。 

➡メンバー：藤本 直樹 （株式会社 JTB) / 西澤 徹生 (SIGHTS KYOTO) / 市川 智也 (株式会社京都春秋) /  

福田 千恵子 (一般社団法人ツーリストシップ) /本山 喜之 （株式会社 ビオスタイル） /  

今津 新之助 （SOCIAL WORKERS LAB） / 堀江 卓矢（京都市観光協会）/ 前田 展広 （京都市ソーシャルイノ

ベーション研究所） 

 

③優良事業者の推薦とともに、優良だと感じたポイントを提案いただいた。 

➡第 1 回 2022 年 9 月 15 日、第 2 回 2022 年 11 月 29 日にそれぞれヒアリングのために招待者限

定の「Stay in Kyoto, Make our Kyoto Meets up」（京都観光モラルについて考える会）を Sights 

KYOTO にて開催。 

➡参加者は、京都観光モラルを推進する会のメンバーおよびメンバーによる招待者、京都市職員 

➡Meets up で参加者にヒアリングを行い、事業者の推薦および優良だと感じたポイントを提案い

ただいた。優良事業者候補を提示に加えて、選定の基準についても意見交換を行った。 
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④「優良事業者候補リスト」の作成と検討 

・上記プロセスを踏まえて、優良事業者候補リスト（選定理由付き）を 70件リストアップ。 

・リストを基に京都観光モラルを推進する会で協議のうえ優良事業者を選定 

 

【選定先及び選定理由】 

・京都観光モラルを推進する会のメンバーの意見を基に、京都観光モラルへの取り組み方とし

て参考になるかどうかを重視し、京都観光モラルに対して“創造的に”取り組んでいる事業

者を選定。優良事業者候補 70件から優良事業者を 19件選定（優良事業者の認定は追加的に

随時行っている）。 

・京都観光モラル「事業者の皆様と大切にしていきたい」4 つの柱（市民生活と観光の調和、

質の高いサービス、環境・景観の保全、災害対応等）のいずれかに顕著な取組内容があるこ

とを重視した。 

・各事業者にハッシュタグ（＃）で 4 つの観点をそれぞれに割り振りをしたうえで、最終的に

は全体バランスも勘案して優良事業者を決定した。 
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【タブロイド紙による発信】 

・表裏の 1枚で京都観光モラル推進事業者による、観光の新しい価値を創る取組を紹介。 

 

下記よりダウンロード可能：

https://www.moral.kyokanko.or.jp/_files/ugd/ef9018_b839559f97d0433497f4a55734c9e566.pdf 

 



26 
 

・取組内容の紹介（一例） 

 

【京都観光モラルサイトへの掲載】 

・宣言事業者募集ページの下部にタブロイド紙面のデータを埋め込み 

https://www.moral.kyokanko.or.jp/%E6%8E%A8%E9%80%B2%E5%AE%A3%E8%A8%80%E4%BA%8B%E6%A5%AD%E8%80%85 

 

 

【主な配布先】 

3,000 部以上を印刷。主な配布先としては以下。 

・タブロイド紙に掲載された事業者 19事業者（50 部ずつ、計 950 部） 

タイトル 

選定理由 

事 業 者 HP

へのリンク 

＃4 つの観点のうち最も顕著な点 
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・旅行関連会合等の配布（JTB 旅ホ連（400 部）、京都支店(450 部)、京都支店仕入れ事業部（200

部）、計 1,050 部 

・京都府観光連盟（200 部） 

・京都市観光協会（京なび等）（300 部） 

・一般社団法人リリース（500 部） 
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２．２ モデルツアーの造成・実証 

優良事業者のコンテンツを組み合わせたモデルツアーを 3 本造成し、ターゲット層に近い目線

を持つ参加者を招請して実証を行い、30 名からツアー参加前後の行動や意識の変容を調査・検証

した。 

あわせて、モデルツアーに関連する事業者からも意見を聴取・分析し、行動や意識の変容を調

査・検証した。 

また、課題点についても整理し今後に向けた磨き上げを行った。 

 

（１）モデルツアーの造成 

 

①ツアー概要 

 

ツアー募集ページ（JTB Bókun を利用）： 

https://widgets.bokun.io/online-sales/0430c112-83d7-47bc-a6d5-a183c03fc76a/product-list/63456?page=1 
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【Meets;宮川町】 

 

【GOOD NATURE】 

 

 

 

  



30 
 

【SOCIAL CARAVAN】 

 

 

②実施エリア 

 

 

  



31 
 

（２）旅行者の意識変化の調査設計 

 

【質問項目の設計】 

・京都観光モラル「観光客向け行動基準（下図参照）」を踏まえて質問項目を作成。 

・検証方法として、下記の 2 つの観点からアンケートを実施した。 

１）京都観光モラルに関する項目について、旅行中における「これまでの実践度（参加前）」

とツアー参加を踏まえた「今後の実践意向（参加後）」を問う質問をそれぞれツアー参加前

後に回収。 

２）京都観光モラルに関する項目を満たしている旅行商品等を通常よりも費用が高くなった

場合に購入する意向について、それぞれツアー参加前後に問う。 
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【質問項目の内容】 

＜参加前アンケート＞ 
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＜参加後アンケート＞ 
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（３）ツアーの実証 

 

①【2023 年 2 月 4 日（土）―5日（日）】Meets;宮川町-出会いから日常に何かを持ち帰る

旅（1泊 2日） 

【参加者概要】 

●基本情報 

・人数構成：4人家族×2組（合計 8名） 

・年齢：30 代 4 名、10代以下の小学生 4名 

・性別：女性 4名、男性 4名 

・居住地：京都市 1組、近畿圏（大阪・滋賀・兵庫・奈良・和歌山・三重）1組 

・選定理由：事業ターゲット層である「新しい価値観を持つ世代との共創を図るため、小学生

の子供を含むファミリー層」に合致する夫婦と小学生～大学生のお子様のご家族

（4名 1組）のみ予約が可能な設定で一般募集。JTB BOKUN を通じて申し込み。 

 

【訪問先概要】 

●交流文化： 

・SIGHTS KYOTO  

地元住民と観光客、京都の事業者を繋ぐことで京都を持続可能な観光地にしていくための拠

点 

●伝統文化： 

・お茶屋 しげ森 

京都らしい風情が残る石畳の宮川町でお座敷とカラオケルームをそなえたお茶屋 

・人力車 えびす屋  

京都嵐山で始めて 30 年以上の歴史を持つ観光人力車 

●食文化： 

・「きし鮓」（京名物の鯖寿司） 

京寿司とにぎり寿司が楽しめる寿司店 

●京町家： 

・KYOMACHIYA-SUITE RIKYU 

道行く人に京町家の美しさを感じてもらうため外観にもこだわり、京都市の景観条例にも適

合された京町家のお宿 

・宮川町 ほとり（古民家 1 棟貸） 

京都に滞在されるお客様に寄り添う、コンシェルジュ付きの一棟貸切ヴィラ 

●循環型経済： 

・株式会社イワタ 

創業天保元年（1,830 年）の「心地よい眠りとは何か」を追い求めて、時代の「一歩先」を行

く高品質な寝具製作会社 

・IKEUCHI ORGANIC KYOTO STORE   

1,000 年の歴史を持ち「ほんまもん」が続く京都から日本全国、世界へ発信する場として 2014

年 9 月にオープンしたタオル専門店 
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【行動記録】 

＜旅程表＞ 
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＜当日の写真＞ 

左上から順に①Sight Kyoto②お茶屋しげ森③人力車えびす屋④みやがわ町ほとり⑤株式会社

イワタ⑥IKEUCHI ORGANIC KYOTO STORE 

 

【配付資料】 

・上記、行程表 

・アンケート（回答は QRコードを読み取り、オンラインにて回収） 

 

【行動変容調査】 

＜旅行中の京都観光モラルに関わる行動で、意識的に実践していること、今後実践したいこと＞ 
・参加前の調査では 8名中 6 名が「地域の産品の購入」「地域文化を学ぼうとしている」という

項目を実践していたことから地域への思いやりの行動率が高いことがわかった。 

・参加前後を比較すると、環境に関する項目に意識の変化が大きくみられる。宿泊にアメニテ

ィを持参することや、連泊時のシーツの交換を最小限にすること等、宿に滞在した経験を踏

まえた変化が見られた。 

・一方で、今回のツアーでは人との触れ合いが重視されていたが、1 票から 3 票への変化のみ

確認された。 
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＜持続可能な取組を重視したツアーや旅行商品の、価格が高くなった場合の購入意向＞ 

・「地産地消」「その場所ならではの体験」に対する購入意向の前後比較から、価格が 20％高く

ても購入するとの回答が 1 名から 6名へ大きく変化がみられた。 

・地域の伝統文化や伝統芸能に対する支払い意向は、6名が 20～30％以上高くても購入したい

と、参加後のアンケートにおいて回答をしている。 

・上記の実践意向調査からも参加前から「地産地消」「その場所ならではの体験」「伝統文化体

験」に関心が高い参加者であることが示唆されていたが、参加をしたことでより興味と関心

が高まったことが伺える。 

・地域住民との交流ができる旅行商品についても参加前は全員が、価格差があるなら選ばない

（あるいはわからない）と回答をしていたが、参加後は 6 名が 10％以上高くても購入すると

回答している。 
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②【2022 年 2 月 11 日（土）-12 日（日）】京都｜GOOD NATURE なモノの源流を辿る～

（1泊 2日） 

 

【参加者概要】 

●基本情報 

・参加人数：15 名 

・年齢：10 代 2 名、20代 4 名、30 代 5 名、40代 4 名 

・職業：会社員・団体職員 13名、学生 2名 

・同行者：家族 7名、同行者なし（一人で参加）4名、同僚 2名、友人 2名 

・性別：女性 12 名、男性 3 名 

・居住地：近畿圏（大阪・滋賀・兵庫・奈良・和歌山・三重）6名、京都府内（京都市外）4名、

京都市内 4名、関東地方 1名 

・選定理由：事業ターゲット層である「観光地での食事や宿泊等を地域への貢献に繋げたいと

考えている Z 世代～ミレニアル世代の若者層」に合致する 10～40 代のみが申し

込み可能な設定で一般募集。JTB BOKUN を通じて申し込み。 

 

【訪問先概要】 

・GOOD NATURE STATION  （SDGs 館内ツアー、エシカルお買い物体験、宿泊体験） 

サステナブルをテーマに、ホテル・物販・サービスを提供する複合型商業施設。食品廃棄物

の堆肥化や使い捨てるアメニティの見直し、トレーサビリティを確保した商品開発など、全

館で取り組みを実践している。 

 

・TOKINOHA Ceramic Studio  （清水焼の器を再生する金継ぎ体験） 

清水焼団地にある新感覚の陶芸スタジオ。味覚と共に器を感じるフードスタンドや、好みの

色や形でオーダーができる会員制度など、五感を活かした体験を提供。ホテル客室での金継

ぎした茶器の使用など、他社との連携も行う。 

 

・うつみ農園 （ランチ、いちご狩り体験） 

街中にある立地を活かし、生産者と消費者の距離を近づける観光企画を展開。端境期には多

世代が農業に触れられるイチゴ狩りを開催する。フードロスに取り組む大学生との商品企画

など、若い世代と農業をつなぐ活動にも積極的。 
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【行動記録】 

＜旅程表＞ 
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＜当日の写真＞ 

左上から順に①②Good nature Station、③④TOKINOHA Ceramic Studio、⑤⑥うつみ農園 

 

 

【配付資料】 

・上記、行程表 

・アンケート（回答は QRコードを読み取り、オンラインにて回収） 

 

【行動変容調査】 

＜旅行中の京都観光モラルに関わる行動で、意識的に実践していること、今後実践したいこと＞ 
・「地域を思いやる」に関する項目は比較的、参加前から高い傾向にあった。 

・最も大きな変化が見られたのが。「人とふれあう」に関する項目で、参加前 4 票から参加後に

は 12票となっている。 

・環境に関する項目も全体的に全ての項目でポジティブな変化が見られた。 

・一方で「もしもに備える」についての項目は前後ともに 1票にとどまっている。 
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＜持続可能な取り組みを重視したツアーや旅行商品の、価格が高くなった場合の購入意向＞ 

・全体的に参加後にはポジティブな変化がみられる一方、20％以上の支払い意思がある参加者

は参加前から参加後にかけて大幅に増加している。 

・「その土地ならではの食事や体験」は参加後には 15 名全員が通常よりも高い費用を支払う意

向を示している。 

・「環境に配慮している施設」「地域住民との交流」の項目について、参加後には 20％以上支払

い意向がある回答が 5 人以上増加している。 
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③【2/18-19（土・日）】京都 西陣・船岡山 SOCIAL CARAVAN～京都でローカルを考え

る～（1泊 2日） 

 

【参加者概要】 

●基本情報 

・参加人数：8名 

・年齢：10 代 1 人、20代 7 人 

・職業：高校生 1名、大学生・大学院生 7名 

・同行者：一人参加 7人、友人 1人  

・性別：女性 5人、男性 3人 

・居住地：近畿圏（大阪・滋賀・兵庫・奈良・和歌山・三重）3名、関東地方 3名、 

京都市内 2名  

・選定理由：事業ターゲット層である「観光地での食事や宿泊等を地域への貢献に繋げたいと

考えている Z 世代～ミレニアル世代の若者層」に合致する 10～20 代のみが申し

込み可能な設定で一般募集。JTB BOKUN を通じて申し込み。 

 

【訪問先概要】 

●大徳寺「お寺の裏、お寺の奥にあるもの」スペシャルトーク＆作務 

＜スポットホスト＞ 

・大臨済宗大徳寺大慈院 

鎌倉時代末期の正和４年（1315）に大燈国師宗峰妙超禅師を開山とする臨済宗大徳寺派の大

本山。大慈院は大徳寺の塔頭寺院。 

・株式会社京都春秋 

非公開寺院の特別拝観や、京都の文化財や 風習を活用した観光モラルの高い文化体験をプ

ロデュースする。施設や文化としての特色だけでなく、担い手の価値観や習慣に対しても尊

敬と配慮を怠らず、オーダーメイドで提案を行う。 
 

●KéFU stay& lounge「西陣・船岡山で、仕事と暮らしを営む」トーク＆ダイアログ 

＜ゲスト＞KéFU stay & lounge／合同会社洛北社中／CIRCUS COFFEE／ゆとなみ社 

京都・西陣にあるカフェ&宿泊施設。『いつもの京を、特別な今日に。』コミュニティマネージ

ャーの横山氏は、コロナ禍でのホテルオープンと同時に東京から移住。西陣を舞台に地域に

配慮した営みを推進している 

●「FUNAGORA」 オープンパーク 

・SOCIAL WORKERS LAB（運営：株式会社 bokumin） 

ソーシャルワーカーズラボは、これからの社会をつくろうとするソーシャルワーカーどうし

が出会い、関わり合い、問い、学び合う社会実験プロジェクト。船岡山公園パークマネジメ

ント事業「FUNAGORA」なども手掛ける（https://swlab.jp/） 
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【行動記録】 

＜旅程表＞ 
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＜当日の写真＞ 

左上から順に①オリエンテーション②③④大徳寺「お寺の裏、お寺の奥にあるもの」スペシャル

トーク＆作務⑤⑥KéFU stay& lounge「西陣・船岡山で、仕事と暮らしを営む」トーク＆ダイアロ

グ⑦⑧「FUNAGORA」 オープンパーク 

 

 

【配付資料】 

・上記、行程表 

・アンケート（回答は QRコードを読み取り、オンラインにて回収） 
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【行動変容調査】 

＜旅行中の京都観光モラルに関わる行動で、意識的に実践していること、今後実践したいこと＞ 
・「地域を思いやる」に関する項目は参加前から高い傾向にある。 
・環境に関する項目について、全体的に変化が見られ、なかでも特に「SDGs や環境保全に取り

組む宿泊施設や旅行会社」を選択する意向が 2 票から 8票へ変化している。 

・最も大きな変化が見られたのが「人と触れ合う」についての項目で 4 票から 12 票に増加し

た。 

 

 

＜持続可能な取り組みを重視したツアーや旅行商品の、価格が高くなった場合の購入意向＞ 

・「食品ロスの削減」「ペットボトルやプラスチックの利用削減」「紙を利用削減」に取り組む商

品について、参加前後であまり変化が無く、価格差があるなら選ばない回答者が 1 名以上い

る。 

・「地域住民との交流ができる旅行商品」については参加後には 20％以上の支払い意向がある

回答者が 2人から 5人に増加している。 

・そのほかの項目で目立った点はないが、全体的に参加前よりも参加後のほうがポジティブな

変化がみられる。 

 



54 
 

 

 

 

３．販売に向けた情報発信・販路形成 

【Meets;宮川町】 

＜事業者からのヒアリング内容＞ 

・SIGHTS KYOTO として、今回はじめて着地型ツアーを実施。複数の対話の機会を 1泊 2 日で実施

したことでツアー中の課題や参加者にとって興味が高い内容が見えた点が収穫であった。 

・スクリーンに投影するプレゼン形式となった訪問先では、あまり満足度が高くなくやはり目を

合わせるやりとりが重要であり、セミナーではなく対話というのが非常にキーワードであると

わかった。 

・また、お茶屋の女将さんのように普段会えない方とお話できるというのはプレミアムがあるこ

とがわかり今後の企画に活かしたい。 

・今後も「京都の人から学ぶサステナビリティ」をテーマとした「対話型ツアー」を継続販売し

ていく意向を持っている。 

 

＜助言・啓発活動の内容＞ 

・京都観光モラルでも推奨がされている「ひとと触れ合う」旅行として旅行会社としてもプロモ

ーションに協力していきたい旨をお伝え。 

・これまでにない旅行スタイルのため消費者にどのように訴求できるかが課題となってくる。 

・旅マエの旅行者との接点では発信力のあるインタビュー記事との連携を推奨。とりわけ多くの

訪日客が閲覧している京都市観光協会 HP では各種のインタビュー記事が多言語で発信されて

いる。こうした媒体から直接予約ができる導線を構築することで旅マエからの顧客獲得が期待

できる。 

・多くの訪日旅行者が旅行中に体験内容を検討する場面が多いため、旅ナカコンテンツの販路形

成に取り組む弊支店と連携することで、複数の販路からの流入を見込むことができる。その際、

SIGHTS KYOTO がコーディネート機能を磨くことで高い相乗効果を見込むことができると助言。 

・令和 5 年度の観光庁観光再始動事業等でも引き続き連携を行うことで、本格的なインバウンド

客の復活を見据えた受け入れ体制整備を行っていく。 
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【GOOD NATURE】 

＜事業者からのヒアリング内容＞ 

・Good Nature Station1 階の仕入れ担当マネージャーとして、普段から多くの魅力的な事業者と

お付き合いをさせていただいている。そのポテンシャルをツアーという形で消費者に伝えたい

と思っていたところ旅行会社と連携して造成できたことが大変よかった。 

・ツアー内容自体は、Good Nature のコンセプトをじっくりとお伝えし、実際に現地を訪問し、

事業者とのコミュニケーション時間も十分取れたので参加者に満足をしてもらえたと感じて

いる。 

・Good Nature Hotel として、これまでに体験アクティビティを開発し、実際に販売を行って来

た。課題点は、インバウンド客への対応、参加数が増えてきた際の事務局対応、宿泊や交通込

の募集型企画旅行の実施、等の面でノウハウや人的リソースが足りないため不安。 

 

＜助言・啓発活動の内容＞ 

・料金設定について、Good Nature Station として、次の３つの方向性で値付け方が変わってく

るという点を助言。①宿泊者限定で販売するか（単価は安く設定できる）、②宿泊者以外も広く

一般に販売するか（旅マエの販売となるため、インバウンドの場合は OTA との接続も必要でそ

の場合は 30％ほど手数料を想定する必要がある）、③両方をターゲットとして宿泊者限定で割

引を付ける。 

・それぞれの方向性での事務局体制と、JTB BOKUN を活用したプロモーション、インバウンド対

応の整備等についてアドバイスを行った。 

・令和 5年度の観光庁観光再始動事業等でも引き続き連携を行うことで、本格的なインバウンド

客の復活を見据えた受け入れ体制整備を行っていく。 

 

【SOCIAL CARAVAN】 

＜事業者からのヒアリング内容＞ 

・ソーシャルワーカーズラボとしてこれまでに学生向けのイベントを多く実施してきて 20 代の

良質なコミュニティが形成されてきている。その中でツアーとして広く広報をかけて実施した

ことで東京からの参加者もおり、宿泊込みで募集できる点がとてもよかった。 

・普段、お寺等のアレンジメントを行っている（株）京都春秋として若者に対してお寺の魅力を

伝える機会はこれまであまりなかった。若者に対して、「お寺の裏、お寺の奥にあるもの」とい

うテーマでコンテンツをアレンジしたことで、住職の精神性等を通して SDGs の本質的な部分

を感じてもらえたようで嬉しく、可能性を感じた。 

・今後の事業展開としては、参加費だけでなく企業協賛での開催も含めて継続的な事業展開を進

める意思がある。 

 

＜助言・啓発活動の内容＞ 

・コミュニティづくりを伴う旅行の在り方という観点で「SOCIAL CARAVAN」の可能性を感じた。

特に Z世代はコミュニティに対してのあこがれが強い。 
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・京都の観光資源の裏側には実は「暮らし」があり、その暮らしに向き合うことが Z世代にとっ

ての関心事である SDGs の問題に繋がっていくことがコンテンツ化された好事例。 

・コミュニティづくりを伴う若者向けの取組として受益者負担の考えでツアー造成をしていくの

は相性があまり良くないのではないかと助言。一方で、企業版ふるさと納税のスキームや企業

協賛等でスポンサーを付けることで継続的な実施が見込まれ、そうした形での事業展開の意識

を確認した。 

 

【販路の形成】 

＜課題＞ 

・事業者からのヒアリングからコンテンツを掲載するためのサイト、そこに流入する旅行者の確

保および申込対応を一括して対応できる事務局機能を求めていることがわかった。 

・掲載するコンテンツについても質の高い商品に理解がある旅行者に対して、精査された商品が

掲載される仕組みを求めていることがわかった。 

・販路については、特に旅ナカの販売チャネルは京都市においてもいまだ確立されておらずバラ

バラの発信となっていることが散見される。 

 

＜解決の方向性＞ 

JTB 京都エリア・サステナブル観光を推進する着地型コンテンツ販売体制(LINK 京都)の構築 

・TPG(Tourism・Platform・Gateway) を活用した京都観光における「旅ナカ」の新たな販売チャ

ネルの創出と文化観光コンテンツの提供を実現する。 

・京都サステナブル観光推進協議会（官民連携・協議中）の推進による認証制度の創設、優良な

地域事業者との接点構築と、サステナブルな文化観光コンテンツの開発と販売を行う。 

・販売事務局（LINK 京都）運営におけるオペレーション機能の拡充、地域事業者との連携した文

化観光コンテンツの提供コーディネーター及びサプライヤーとして、地域観光の高付加価値化

を図る。 
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４．観光事業者へのコーディネーター派遣 

 京都観光モラルの理念に即した取組を行う優良な事業者を増加させることを目的に、本事業に

ついての情報発信や、取組への支援を行うため、観光事業者等にコーディネーターを派遣した。 

また、観光事業者や観光関連団体等を対象に、京都観光モラルや本事業について理解を深め広

く普及させるため、コーディネーターによる積極的な働きかけを行った。 

 

４．１ 専門コーディネーターを２名選定 

コーディネーター① 

田中 千恵子 氏（旧性：福田） 一般社団法人ツーリストシップ 代表理事 

2019 年京都大学在学中に「一般社団法人 CHIE-NO-WA（現、一般社団法人ツーリストシップ）」を

設立。観光庁「日本版持続可能な観光ガイドライン」にて、持続可能な観光の実現に向けた先進

事例として紹介される。卒業後、ダイドードリンコ株式会社とプロ契約を結ぶ。 

 

【選定理由】 

田中氏は、「ツーリストシップ」2を提唱する活動家として、すでに観光公害対策分野で先進的な

成果を出している。本事業では、「ツーリストシップ」を京都版にローカライズした概念ともいえ

る「京都観光モラル」をかみ砕いて事業者へ説明し、まだ取り組みを意識していない層へのアプ

ローチを行う。 

 

コーディネーター② 

前田 展広 氏 一般社団法人リリース 理事 

1977 年京都市左京区生まれ。サステナビリティをテーマに、企業と地域・学校・行政との“共創

領域”で事業の企画やプロジェクトマネジメントを歴任。2015 年より前田展広事務所を開設。こ

れまでの画一的で効率重視の考え方ではなく、個人の内発的動機を組織に活かす「内発的イノベ

ーション」を通じて地域や組織が成長・発展し、誰もが幸せに活躍できる社会を目指している。 

 

【選定理由】 

前田氏は、ソーシャルプロダクトマップの編集長、また京都・地域企業応援プロジェクトに従事

し多くの地域事業者との接点を有している。さらに京都市観光 MICE 推進室と共に修学旅行生向

け SDGs プログラム（Q都スタディトリップ）を開発する等、観光領域での実績も有する。このこ

とを踏まえて既存観光事業者以外にも幅広い地域事業者への働きかけを行うコーディネーター

として期待ができる。 

  

 
2 ツーリストシップとは、一般社団法人ツーリストシップが提唱した言葉。明確な定義はあえて定めておらず、

観光に関わる全ての人（旅行者、地域住民、事業者）の、目指す姿勢を広く指している。背景には、オーバーツ

ーリズムやツーリズムフォビアがある。類似言葉としてレスポンシブルツーリズムがあるが、多くの人が共感し

イメージしやすい言葉として「ツーリストシップ」を提唱している。 
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４．２ 市内観光事業者へのコーディネーターの派遣 

【派遣実績 概要】 
①「宿泊増売会議」京都観光モラルワークショップを通じて、宿泊事業者が京都

観光モラルに取り組む具体的な方法を議論 
コーディネーター：田中氏 

84 事業者 

（116 名） 

②SILK の大研究会での京都観光モラルの取り組みを共有 
サステナブルな地域企業の観光のあり方について投げかけを実施 
コーディネーター：前田氏 

31 事業者 

③地域企業未来の祭典 2022 の期間中に勉強会を開催し、京都のサステナブルツ

ーリズムをテーマにディスカッションを開催 

コーディネーター：前田氏 

27 事業者 

④事業者への派遣による個別での働きかけ 

コーディネーター：田中氏 

36 事業者 

⑤事業者への派遣による個別での働きかけ 

コーディネーター：前田氏 

21 事業者 

コーディネーター派遣数 199 者 

その他 JTB 京都支店による個別働きかけ 168 事業者 

その他 京都市観光協会による個別働きかけ（申請済み事業者をカウント） 18 事業者 

 
【①宿泊増売会議】 
＜実施概要＞ 

【日時】2022 年 9月 30 日（金）14:50-16:10 

【趣旨】JTB 協定旅館ホテル連盟京都支部に加盟する宿泊事業者を対象に勉強会を実施。京都観

光モラルをテーマにワークショップを実施。それにより宿泊事業者がインバウンドや市

民に受け入れてもらうためには、観光モラルに取り組むことが大切であると認識し、実

際の取組を考え、会の終了後には実行したいと思う状態を作ることを目指した。 

【参加事業者】JTB 協定旅館ホテル連盟京都支部の会員事業者（宿泊事業者） 

【事業者数】84 事業者（116 名）が参加 

 

 

＜当日の流れ＞ 

【趣旨説明】JTB 京都支店 村川  

【はじまりの挨拶/チェックイン】まちとしごと総合研究所 東（ファシリテーター） 

【講演】一般社団法人ツーリストシップ 田中 

【参加者同士のディスカッション】 

・プレゼンテーションを聞いての感想共有 

・観光モラルに対する取組事例の共有 

・観光モラル実現に向けたアクションプラン 

・観光モラルの申請に関して紹介（JTB 京都支店 藤本） 

・終わりの挨拶（一般社団法人ツーリストシップ 田中） 
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＜参照＞ 

【議事録】 

１．議事録 

 

【配布資料】 

０．事前アンケート 

１．事前アンケート結果のまとめ（京都観光モラルの取り組み状況について） 

２．講演のメモノート 

３．京都観光モラルパンフレット 

 

＜当日の写真＞ 

【②SILK の大研究会】 

SILK「SILK の大研究会」2022 年 9月 12 日  ＠GOCONG 

＊掲載記事 https://social-innovation.kyoto.jp/spread/5300 

趣旨： 

●産業支援機関である京都市ソーシャルイノベーション研究所（SILK）の「SILK の大研究会」

で京都観光モラルの取り組みを共有。サステナブルな地域企業の観光のあり方について投げ

かけを行った。 

●SILKの大研究会では、8つのテーマについてそれぞれの事業者からショートプレゼンを実施。

その後、各テーブルに分かれてテーマについてのディスカッションを行うもの。 

●8 つのテーマのうちの一つが「観光事業を始める地域企業のための地域商社」でこのテーマ

で京都観光モラルについて全体で説明。個別テーブルでディスカッション（30 分×2 回）を

行った。 
参加事業者：SILK に関わる企業・大学 

事業者数：31事業者 
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【③地域企業未来の祭典 2022】 
地域企業応援プロジェクト「地域企業勉強会」2022 年 11 月 22 日＠ワコールスタディホール 

＊掲載記事 https://community-based-companies.kyoto/event/benkyoukai01/r4-1 

https://community-based-companies.kyoto/kecf2022（11 月 29 日） 

 

趣旨： 

●地域企業未来の祭典 2022 の期間中に勉強会を開催し、京都のサステナブルツーリズムをテ

ーマにディスカッションを開催。 

●地域企業未来の祭典 2022 は、2日間に渡り 4つのセッションが開催された。1日目には、「文

化と経済の架け橋になる有形無形の資本活用を促すための実験と交流について」と「京都ら

しいサステナブルツーリズムを促すための実験と交流について」という 2つのセッションが

続けて実施された。 

●京都観光モラルについて紹介されたのは 2つ目のセッション。京都観光モラルを今後、京都

市でサステナブルツーリズムを推進していくうえでの基盤として紹介した。 
 
プログラム：文化自由都市としての実験と交流の舞台・地域企業勉強会について 

 (京都市・事務局) 

第 1 テーマ：文化と経済の架け橋になる有形無形の資本活用を促すための実験と交流について 

第 2テーマ：京都らしいサステナブルツーリズムを促すための実験と交流について 

※話題提供者 (五十音順) 

株式会社ワコール 町家営業部部長 楠木章弘 氏 

一般社団法人アーツシード京都 代表理事 あごうさとし 氏 

株式会社堤淺吉漆店 専務取締役 堤 卓也 氏 

一般社団法人パースペクティブ 共同代表 高室幸子 氏 

株式会社 JTB 京都支店事業開発室 藤本直樹 氏 

京都市ソーシャルイノベーション研究所 コーディネーター 前田展広 氏 

株式会社リーフ・パブリケーションズ プロデューサー 上山賢司 氏 

 

参加事業者：地域企業の経営者層 

事業者数：27事業者 
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【④⑤ 個別働きかけ 田中氏・前田氏】 

＜説明資料の作成＞ 
説明資料について、京都市および京都市観光協会と協議のうえ作成。 

 

 

＜進め方＞ 

・個別事業者と連絡を取り、事業者単位での説明の場を設定。 

・コーディネーターを派遣し、説明資料を用いて京都観光モラルについて説明。 

・その場で宣言事業者の申請書に記入を進めて行く、または事前に記載を進めてきてもらい記

載内容についてのアドバイスを行ったり、逆に事業者から京都観光モラルについてのご意見

を頂戴したりした。 

 
＜派遣先事業者＞ 
①一般社団法人ツーリストシップ 田中氏：36事業者。 

②一般社団法人リリース 前田氏：21事業者。 

 

５．総評 

【成果結果】 

＜優良事業者の見える化＞ 

・リーフレット 3,000 部／3,000 部以上 

・ステッカー150 枚／150 枚以上 

・優良事業者発信用紙面 3,000 部／3,000 部以上 

＜ツアー造成＞ 

・優良事業者のコンテンツを組み合わせたモデルツアーの造成 3本 

・Z 世代～ミレニアム世代の若者及び小学生の子供を含むファミリー層 30名/30 名以上 

＜販路形成＞ 

・質の高い文化観光コンテンツを求める旅ナカでの需要に対応する仕組みを作るため、地域事業

者の参画を促しながら持続可能な観光の観点から、発掘・実験、育成、発信、出口（販路形成）

までの伴走支援に取り組んだ。 

＜コーディネーター派遣＞ 

・説明団体数：199 者/150 者以上 
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・勉強会の開催、実施：3回／1回以上 

・宣言事業者数：209 件 

 

【コンテンツ造成とアンケート調査、事業者へのヒアリングを踏まえてのまとめ】 

 本事業では京都観光モラルに取り組む事業者のなかでも特に優良な事業者と共にコンテンツ

を造成し、参加者に対して行動変容を調査した。手配をしたいずれの宿泊施設（Good Nature Hotel, 

KYOMACHIYA-SUITE RIKYU, 宮川町 ほとり, KéFU stay & lounge）についても普段から京都観光

モラルに準じた取組を意識されており、そうした施設に滞在し、かつ施設スタッフからマナー啓

発の取組内容や環境問題への取組、働き方等についての話を聞く体験を通じて参加者の意識に働

きかけることが意識啓発にとって効果的な点の一つであった。 

また、すべてのコンテンツに共通したコンセプトが「観光資源の裏側を深く学ぶ」ということ

であった。普段は観光資源として“消費的に”その価値を享受してきた傾向にあるお寺や町家、

農業、工芸、人力車、お茶屋、宿泊施設や物販等の裏側を知ることでその“文化的な価値”を深

く知り、学んでもらうことを狙いとした。結果的に全ツアーに共通して参加後には、「その土地な

らではの体験」に対しては 20％あるいは 30％以上、通常の旅行商品よりも高くても選ぶ意思があ

ることが確認された。 

京都観光モラルやサステナビリティを意識したコンテンツを造成していく上での一つの方向

性として、「その土地ならではの食事や体験」であることが「観光地での食事や宿泊等を地域への

貢献に繋げたいと考えている Z 世代～ミレニアル世代の若者層」や「小学生の子供を含むファミ

リー層」に対しては商品価値として訴求できる可能性が高いと考えられる。 

 京都という場所での「その土地ならではの食事や体験」は、京都らしい暮らし方やライフスタ

イルに基づくことがポイントとなる。そして京都らしい暮らし方やライフスタイルは、環境問題

等の課題に対しても繋がるものであり、京都市のコンテンツ造成に関連する事業者にとって京都

らしさを追求していくことが事業性と社会性の相乗効果が見込めるとものと考えられる。 

 

【事業全体を通した課題と改善点】 

１．運営体制 

・持続可能な観光の国際基準の観点が、地域レベルに落とし込まれていない。 

・京都市内においても官民において SDGs 推進への取組事業が複数存在する。 

・JTB グループとして、京都市内に複数支店があり、法人向け、個人向け、インバウンド、仕入

部門のそれぞれの個所において、ベクトルがばらばらであり、観光客誘致やサステナブルな観

光推進のための体制が確立されていない。 

 

２．販促 

・着地型コンテンツの予約システムと受けの体制が整っていない。 

・旅ナカ需要に応える仕組みが確立されていない。 

・旅ナカ旅行者に対するプロモーションが分散化されている。 

・地域一体となったサステナブルな取組 PR は道半ばであり、地域事業者や観光客に向けた更な

る機運醸成のための販促活動が必要である。 
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３．WEB サイト 

・取組が個別で動いていることで情報連携ができていない。 

・情報が集約され、かつサステナブルな体験コンテンツの予約がスムーズに行える情報連携サイ

トが必要。 

 

４．地域資源への還元 

・地域に資する観光コンテンツを造成するための財源の確保。 

・サポートするべき地域コミュニティ（資源）や地域事業者の評価が不明瞭。 

・サポートするべき地域コミュニティ（資源）や地域事業者への教育が必要。 
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【今後に向けた提言、誘客造成等に繋がる提案】 

１．運営体制〔ヒト〕 

・JTB 京都支店内に DMC としての着地型コンテンツ予約事務局（LINK 京都（仮称））を構築する。 

・LINK 京都のサステナビリティを追求する機能の一つとして、京都サステナブルツーリズム・ラ

ボラトリー（KST ラボ）を立ち上げ、サステナビリティコーディネーターも設置する。 

・地域事業者の参画を促しながら、持続可能な観光の観点から発掘・実験、育成、発信、出口（販

路形成）までの伴走支援に取り組む。 
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２．販促〔モノ〕 

・TPG(Tourism・Platform・Gateway)システムを構築、活用することでサステナブルな文化観光コ

ンテンツ、チケット等を一つのプラットフォームで販促可能にする。これを「情報拠点（観光

案内所等）」「宿泊施設」「旅ナカで閲覧されるメディア媒体」と連携し、主に旅ナカ市場での滞

在価値、体験価値を提供するタッチポイントを開発する。 

 

３．WEB サイト〔モノ・情報〕 

・LINK 京都（仮称）として HP を立ち上げ。ユニークべニュー、企業研修、教育旅行、着地型コ

ンテンツ、サステナブルツアー等において、それぞれバラバラな取組を可視化・集約し、情報

連携できるサイトを構築する。 

 

４．地域資源への還元〔カネ・情報〕 

・企業版ふるさと納税を活用した、京都のサステナブルツーリズムを推進するための財源確保と

官民一体となった体制を構築する。 

・京都市において基本アセスメント（京都版 GSTC）と京都市各部署による個別アセスメントを作

成し、市内の優良な事業者を官民連携プラットフォームで支援、連携、評価していく取組を行

う。 


